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決算書掲載頁 289 

国民健康保険事業勘定特別会計 
 

全ての国民が何らかの医療保険制度の対象となる国民皆保険体制が昭和３６年４月に確立され

て以来、国民健康保険は地域医療の確保と住民の健康増進に大きく貢献し、極めて重要な役割を果

たしている。 

しかしながら、国民健康保険を取り巻く状況は、加入構造上、高齢者や低所得者の占める割合が

高く、他の医療保険制度に比べ財政基盤が極めて脆弱な状態にある。このような状況の中、国にお

いて国民皆保険を将来的に持続させるために必要となる国民健康保険制度の改革が議論され、国・

都道府県・市町村の適切な役割分担について検討が行われた結果、国民健康保険の運営を都道府県

及び市町村が共同で行うことを基本とし、医療保険制度における財政基盤の安定化、保険者負担の

公平化を目的として、平成２７年５月「持続可能な医療保険制度を構築するための国民健康保険法

等の一部を改正する法律」が成立、平成３０年４月から実施された。 

新たな制度では、都道府県が国民健康保険の財政運営に係る責任主体を担うこととなった。市町

村は資格管理、保険給付、賦課・徴収、保健事業等地域におけるきめ細かい事業を引き続き担うこ

ととなり、制度の抜本的改革にあわせて各種事業の整理・検討を進めつつ、保険者として効率的か

つ安定的な制度運営を求められている。 

そのため、保険料の適正な賦課を行うとともに、保険料の収納率向上対策、医療給付の適正化、

特定健康診査等の保健事業の充実、府支出金の確保等により、安定的な財政運営を図り、より一層

の健全財政を維持していくため次の施策を講じた。 

 

＜財 政 状 況＞ 

総務費 

1.6% 

保険給付費 

69.0% 

国民健康保険 

事業費納付金 

28.2% 

保健事業費 

1.1% 

その他 

0.1% 

歳出 

保険料 

19.7% 

府支出金 

71.4% 

他会計繰入金 

8.4% 

国庫支出金 

0.4% その他 

0.1% 

歳入 
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１．資格給付管理業務                        

河内長野市国民健康保険に新規加入した場合や保険証の再発行等の届出があった場合、有効期限

が終了した被保険者証の更新等に際して、被保険者証を３０，０１８件発行した。また、７０歳以

上の被保険者に対して、高齢受給者証を９，３１０件発行した。さらに、被保険者からの申請によ

り、限度額適用認定証等を、６９歳以下の被保険者に対して、３，４８５件、７０歳以上の被保険

者に対して、２，００５件発行した。 

 

（１）国民健康保険被保険者数及び世帯数（令和３年３月末） 

① 被保険者数                             

総計 
（再掲） 

未就学児 

（再掲） 

介護保険第２号被保険者 

（再掲） 

前期高齢者 

２３，７０７人 

（前年度末比  

▲２４１人  

▲１.０％） 

５１１人 ６，５６８人 １２，５２７人 

② 世帯数 １５，３０９世帯（前年度末比 ＋５８世帯 ＋０.４％） 

 

（２）国民健康保険証・高齢受給者証・限度額認定証等発行数 

 

被保険者証 高齢受給者証 

３０，０１８件 

３割負担 ５７３件 

２割負担 ８，７３７件 

合計 ９，３１０件 

  

 

 

 

なお、窓口業務については、賦課徴収事業及び保険給付費の窓口業務と共に、令和２年６月より

マニュアル作成などの準備を開始し、翌年３月よりアウトソーシングを開始した。 

委託先：パーソルテンプスタッフ（株）西日本ＯＳ事業本部 委託料 4,950,000 円 

 

 

２．賦課徴収事業                          

平成３０年度から府が財政運営の責任主体となり、大阪府国民健康保険運営方針に基づき、府内

の保険料率が統一された。ただし、令和５年度までの６年間、市独自の保険料率を設定できる激変

緩和期間が設けられた。令和２年度においては、保険料の急激な増加を抑えるため、市独自の２億

 限度額適用認定証等（６９歳以下） 限度額適用認定証等（７０歳以上） 

区分 

ア ２９件 現役並みⅡ ４８件 

イ ３８件 現役並みⅠ １０件 

ウ ３９５件 低所得者Ⅱ １，３６４件 

エ １，５８２件 低所得者Ⅰ ５８３件 

オ １，４４１件  

合計 
 

３，４８５件 ２，００５件 
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円規模の保険料引き下げを実施したうえで保険料の適正な賦課を行うとともに、保険料の収納率向

上対策を実施した。 

 

（１）保険料の適正賦課及び徴収 

保険料は、国民健康保険事業において財源の根幹を成す重要な財源であり、加入者の公平負担に

努めるとともに、適正な算定及び賦課、徴収を行った。 

 

 ＜現年度分＞  

区   分 調定額 収納額（還付未済額除く） 収納率 

一般被保険者分 2,454,954,220 円 2,373,420,487 円  96.68％ 

  

＜過年度分＞ 

区   分 調定額 収納額（還付未済額除く） 収納率 

一般被保険者分 244,089,585 円 80,254,408 円  32.88％ 

退職被保険者等分  2,963,999 円   586,114 円 19.77％ 

計 247,053,584 円  80,840,522 円 32.72％ 

 

（２）保険料の軽減・減免 

政令に基づく保険料の軽減と非自発的失業者に対する軽減及び所得が減少した世帯等に対して

減免を行った。 

 政 令 軽 減 非自発的失業軽減 条 例 減 免 

世帯数 １１，０４８世帯 ３０９世帯 １，１９４世帯 

金 額 ５４６，３７１，７４７円  ３２，１６６，１８０円  １１７，７２２，６５０円  

 ※ 条例減免には災害・旧被扶養者減免を含む。 

 

 令和２年度においては、従来の条例減免に加え厚生労働省からの通知に基づき、新型コロナウイ

ルス感染症の影響により収入が減少した被保険者等に対して減免を行った。（条例減免の内数） 

 令和２年度分 令和元年度分（遡及適用） 

世帯数 ２９１世帯 ２３９世帯 

金 額 ６４，６９８，５５０円  ８，１５２，４３０円  

 

 

（３）収納率の向上対策 

年間事業計画等に基づき日常的な電話催告や戸別訪問等を実施するほか、特別収納対策として毎

月一定期間、平日夜間の電話催告・戸別訪問及び休日における臨時窓口開設等を実施し、保険料滞

納者に対する納付相談等を行うことにより滞納保険料の早期確保に努めた。 

また、加入世帯に対し市広報紙等により保険料の納期限内納付の徹底を周知するとともに、ペイ

ジー口座振替受付サービスを活用し、窓口での納付相談及び文書送付時に口座振替による納付の勧

奨を行った。さらに、被保険者証の更新時には滞納者との定期的な接触の機会を確保するため、６

ヶ月を期限とする短期被保険者証を交付することにより納付相談等を繰り返し行った。また、滞納

者の財産調査を行った上で納付資力の有無を判断し、納付資力を有する場合には財産差押等の滞納

処分を行った。 
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＜口座振替の状況＞            ＜コンビニエンスストアでの収納状況＞ 

区   分 件数及び金額 

 

区   分 件数及び金額 

振替依頼件数 ４０，０３６件 取扱件数 ３３，３６０件 

振 替 件 数      ３９，２４２件 取扱金額 ６０８，４８０，０６８円      

振 替 金 額  ８６０，３５６，３７０円    

 

 

３．保険給付費                            

被保険者が保険医療機関で受診などした場合に、法律及び条例に基づく医療費の給付を行った。

また、被保険者が出産した場合や亡くなった場合に、条例に基づき出産育児一時金や葬祭費の支給

を行った。 

区    分 件 数（件） 費 用 額（円） 給付額（円） 

一般被保険者療養給付費 407,356 9,897,578,902 7,336,039,163 

一般被保険者療養費 13,552 122,470,408 89,826,863 

一般被保険者高額療養費 20,390 
 

1,101,252,789 

退職被保険者等療養給付費等 52 
 

736,109 

審査支払手数料 423,494   19,336,022 

出産育児一時金（１件：４０万４千円。ただ

し産科医療補償制度加入者には４２万円） 
41   16,843,754 

葬祭費（１件：５万円） 154 
 

7,700,000 

精神・結核医療給付金 15,010 
 

17,533,317 

傷病手当金 3  133,916 

 

 

４．国民健康保険事業費納付金                        

平成３０年度より府が財政運営の責任主体となり、府は保険給付に必要な費用を全額、市町村に

対して支払い（保険給付費等交付金の交付）、市は市町村ごとに決定された国民健康保険事業費納

付金を府に納付することで、制度を安定化させることとなった。令和２年度の納付金の額は以下の

とおりであった。 

区  分 納付金額 

一般被保険者医療給付費分 ２，５６７，６７６，３７５円 

退職被保険者等医療給付費分 １，９５７，９６８円 

一般被保険者後期高齢者支援金等分 ７０７，９４４，０３４円 

退職被保険者等後期高齢者支援金等分 ７８６，７９３円 

介護納付金分 ２２８，７８１，９２２円 

合  計 ３，５０７，１４７，０９２円 
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５．疾病予防事業                               

（１）特定健康診査・特定保健指導の実施 

生活習慣病予防のため、特定健康診査を実施し、特定健康診査の結果から、生活習慣の改善の必

要性に応じて階層化（選別）を行い、積極的支援・動機付け支援が必要な対象者に対して利用案内

を送付し特定保健指導を実施した。 

① 特定健康診査    

特定健康診査受診対象者２０，２４０人に受診券を送付し、７，０７２人が受診した。 

② 特定保健指導 

対象者に対して、保健師・管理栄養士による特定健康診査の結果説明や、生活習慣改善のた

めの栄養指導・運動指導を行った。 

 積極的支援 動機付け支援 計 

対象者数（人） １０３ ４３８ ５４１ 

初回面接実施者数（人） １７ ４９ ６６ 

保健指導実施者数（人） １３ ８３ ９６ 

  ＊特定健康診査等追加検査結果及び特定保健指導実施結果等のデータ化及び提出等並びに特

定健康診査受診券作成及びデータ管理等の業務を委託 

   委託金額 3,412,860 円  契約相手方 株式会社メディテクノサービス 

＊集団健診での健診結果の階層化及び特定保健指導の利用勧奨の業務を委託 

   → 令和 2年度は新型コロナウイルス感染拡大防止のため未実施 

    

（２）特定健康診査・特定保健指導未受診者等対策及び早期介入事業の実施 

特定健康診査の未受診者に対して、受診率向上を図るため１０，６１１人に健診案内を送付し、

受診を促した。また、電話による受診勧奨と未受診理由等の聞き取りを行い、個々の未受診理由に

応じたアプローチを行った(架電件数５，０２７件)。これらの事業を年２回、最も効果のある時期

に実施し、未受診者が受診の機会を損なうことの無いように対策を行った。 

特定保健指導未利用者には電話勧奨を行った(架電件数２８０件)。また、早期介入事業として、

特定健診受診者で、動機づけ支援、積極的支援レベルにならなかった人のうち希望者８８人に高血

圧・糖尿病予防教室、ステップアップ教室（過去に参加したことがある人を対象）を実施した。 

委託金額 9,473,750 円  契約相手方 ジェイエムシー株式会社大阪支店 

 

（３）重複服薬者への保健指導事業 

 対象期間内のレセプトデータを基に、同一月に複数の医療機関から同じ薬効の薬剤の処方を受け

ている重複服薬者を抽出・分析した上で、対象者に薬剤名を含む通知を送付後、電話による保健指

導を行い、適正な医療の受診及び健康管理の啓発、並びに医療費適正化につなげた。文書による通

知を対象者 3人に送付し、電話による保健指導を 2人に実施した。次年度以降は、実施後の事業効

果分析において、１人１か月当たり処方医療機関数や平均薬剤費の減少が見られた事例を基に、通

知内容や指導方法を工夫し、効果的な事業実施に取り組んでいく。 

  委託金額 1,932,150 円  契約相手方 ジェイエムシー株式会社大阪支店 

 

（４）糖尿病性腎症重症化予防事業 

 糖尿病性腎症などの患者 15 人に、かかりつけ医師と連携しながら、面談や電話により生活習慣

の改善を促し、重症化を遅らせ人工透析などの高額な医療費を抑える目的で実施した。また、糖尿

病治療中断者及び未治療者 41 名に受診勧奨通知を行い、20 名に電話による受診勧奨を実施した。 
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 委託金額 3,305,610 円  契約相手方 ジェイエムシー株式会社大阪支店 

 

（５）国民健康保険保健事業実施計画の中間評価の実施 

 平成 30 年 3 月に策定した第 2 期河内長野市国民健康保険保健事業実施計画について、各事業の

これまでの実施状況を振り返り、中間評価を行った。 

また、令和 3年度以降に実施する保健事業を効果的かつ効率的に実施するため、中間評価報告書

を作成した。 

  委託金額 1,298,000 円  契約相手方 (株)名豊 

 

（６）人間ドック給付事業 

疾病の重症化及び長期化予防対策として、早期発見・早期治療を目的とした総合健康診断（人間

ドック）の受診啓発を行い、健康管理への関心を高め被保険者の健康の保持増進を図った。 

総合健康診断（人間ドック）給付費合計 ２１，６９８，６５８円 

受診機関名 

青
山
第
二
病
院 

寺
元
記
念
病
院 

富
田
林
病
院 

Ｐ
Ｌ
病
院 

ベ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク 

み
ど
り
健
康 

管
理
セ
ン
タ
ー 

府
中
ク
リ
ニ
ッ
ク 

大
阪
警
察
病
院
付
属
人
間

ド
ッ
ク
ク
リ
ニ
ッ
ク 

大
野
ク
リ
ニ
ッ
ク 

コ
ー
ナ
ン
メ
デ
ィ
カ
ル
鳳

総
合
健
診
セ
ン
タ
ー 

関
西
労
働
保
健
協
会 

計 

受診者数 

（再掲・頭部 

検査受診者数） 

男 
8 人 
（4) 

86人
(39) 

26人
(7) 

105 人
(47) 

32人
(10) 

4 人
(0) 

2 人
(1) 

7 人
(2) 

17人
(2) 

6 人
(4) 

 
2 人
(0) 

 

295 人 
（116） 

女 
 5 人
(2) 

56人
(30) 

29人
(13) 

95 人
(32) 

38人
(9) 

3 人
(0) 

1 人
(1) 

9 人
(5) 

9 人
(2) 

6 人
(1) 

 
1 人
(0) 

 

252 人 
（95） 

 

 

６．保健事業                                

（１）健康管理対策 

被保険者に対し、国民健康保険制度の趣旨・内容をはじめ国民健康保険事業全般にわたっての知

識の啓発と健康管理対策として、加入全世帯を対象に年６回の医療費通知及び国民健康保険制度パ

ンフレット等の配付を実施した。 

①  医療費通知  総通知件数  76,144 件 

② パンフレットの作成及び配付 

 題       目 作 成 部 数 

国保で元気 20,000 部 

ＨＩＶ検査を受けよう  2,000 部 

   

（２）ジェネリック医薬品変更差額通知事業の実施 

生活習慣病などの疾病により定期的に服薬している被保険者のうち、ジェネリック医薬品に変更

することで自己負担額（月額）を１００円以上削減できる者に対し、変更による差額通知書を年３

回送付し、ジェネリック医薬品の啓発と給付費の削減に努めた。 
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送付延べ件数 5,964 件 

委託金額 1,768,800 円  契約相手方 株式会社メディブレーン 

 

（３）アスマイル推進事業 

 大阪府が実施する健康サポートアプリ「おおさか健活マイレージアスマイル」を活用し、特定健

康診査を受診した国民健康保険被保険者に電子マネー等と交換できるポイントを付与することで、

特定健康診査の受診率向上を図った。 

また、被保険者に本事業への参加を促すため、健康推進課と連携して、市民サロンにおいて健康

サポートアプリの使い方や活用方法についての個別相談会を実施する等、アスマイル事業の普及啓

発に取り組んだ。 

 特典付与件数 676 件  付与金額 2,019,330 円 

 

 

７．財政調整基金積立金                           

前年度からの繰越金及び基金運用収入を国民健康保険事業運営に必要な財源に充てるため、国民

健康保険事業財政調整基金に積み立てた。 

 令和元年度末 基金現在高 ①      ： ９７５，６９５，４７１円 

 令和２年度  基金積立金 ②    ：     ９８７，２７６円 

 令和２年度末 基金現在高（①＋②） ： ９７６，６８２，７４７円 
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土地取得特別会計 

決算書掲載頁325 

 

土地取得特別会計 
 

公用もしくは公共用に供する土地または、公共の利益のために取得する必要のある土地をあらか

じめ取得するために、市債及び土地開発基金から貸付けを受け、事業の円滑な執行を図ってきた。 

現在保有している土地は、市債及び土地開発基金からの借入金と利子等によって取得した土地で、

保有状況は次のとおりである。 

 

＜令和２年度末土地保有状況＞ 

内    容 面  積（㎡） 金  額（円） 

公共用地（松ヶ丘中町） ２，３８３．３７  ３０６，０１３，６８０  

調整池進入路用地（大師町） ８６．５９  ７，０７４，４０３  

公共施設用地（長野町） ５，２７９．０７  ２，５４２，２３５，１６０  

合    計 ７，７４９．０３  ２，８５５，３２３，２４３  

 

＜土地開発基金の状況＞ 

基金の残高は、令和２年度末現在は１，０７４，５０９，１６０円である。 
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部落有財産特別会計 

決算書掲載頁 343 

 

部落有財産特別会計 
 

１．部落有財産管理事業管財事業                 

部落有財産管理事業 

部落有財産基金を適正に管理し、公共性を確保した。 

 

① 公共施設維持管理交付金の交付 

各地区の水利の維持管理及び地区内の公共事業に要する経費に充てるため、基金から生じた利子

を各地区に交付した。 

（単位：円） 

基 金 名 交付対象地区名 交付金額 
基金残高 

（年度末時点） 

市地区部落有財産基金  市地区 48,219 96,438,000 

原地区部落有財産基金  原地区 1,600 16,000,000 

合      計 49,819 112,438,000 

 

② 部落有財産を処分し、その処分金による交付金をもって、水利補償とした。 

  また、処分金の一部を一般会計に繰り出した。 

（金額単位：円） 

地区名 処分金 交付金 繰出金 
基金への 

積立金 
備  考 

上田地区 2,155,123 1,508,000 647,123 0 

売却物件：上田町 

通称：庄代池の一部 

（実測 45.33 ㎡） 

水利補償費に充当 
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介護保険特別会計 

決算書掲載頁 373 

介護保険特別会計 
 

１．介護保険制度 

介護保険制度は、高齢者の暮らしを社会全体で支え合う仕組みであり、介護が必要になっても地

域で安心して暮らしていけることを目指すとともに、いつまでも自立した生活を送れるよう支援す

るために、平成１２年度に創設され、その後、幾度かの制度改正を重ねつつ、今日に至っている。 

令和２年度においては、令和元年度に引き続き、団塊の世代が７５歳以上となる令和７年度を目

途に、高齢者が住み慣れた地域で生活を継続できるようにするための「地域包括ケアシステムの構

築」に向け、「在宅医療・介護連携の推進」、「認知症施策の推進」、「生活支援体制整備の推進」な

ど地域支援事業の充実が行われるとともに、介護保険制度の持続可能性を高めるため、低所得者の

保険料軽減、施設利用者の食費・居住費を補填する「補足給付」などを継続して実施した。 

 

２．介護保険事業計画 

介護保険事業計画は、介護保険の保険給付を円滑に実施するため各自治体が策定する計画であり、

３年毎に見直し、サービス供給量・給付費と介護保険料を設定する。本市では、高齢者保健福祉計

画と併せて策定することにより、高齢者施策の全体像を示す計画としている。 

「第７期河内長野市高齢者保健福祉計画及び介護保険事業計画」（平成３０年度～令和２年度）

では、「長寿社会を支える仕組みをつくる」、「健やかで安心できる暮らしを支援する」、「生きがい

とふれあいに満ちた暮らしづくりを支援する」の３つを基本理念とし、その実現に向け施策の推進

に努めることとしている。 

 

３．財源構成（第７期事業計画期間） 

内訳 

介護給付費 地域支援事業費 

居宅給付 施設給付 
介護予防事業・ 

総合事業 
包括・任意事業 

第１号被保険者 23.0％ 23.0％ 23.0％ 

第２号被保険者 27.0％ 27.0％ ― 

国 
調整交付金 5.0％     5.0% ― 

負担金・交付金 20.0％ 15.0％ 20.0％ 38.5％ 

府 負担金・交付金 12.5％ 17.5％ 12.5％ 19.25％ 

市 負担金・交付金 12.5％ 12.5％ 19.25％ 

  

 

１．介護一般管理事業・地域支援一般管理事業                           

介護保険事業の適正運営 

持続可能な介護保険制度の構築は、介護保険制度の信頼感を高める上で不可欠である。 

そのため将来にわたって介護が必要な人が安心して適切なサービスを受けられるよう、介護保険

制度の適切な運営に努めた。 

主な支出項目 

・介護保険システム機器賃借料              １０，９０９，６０８円 

                 （うち地域支援事業分  ２，５７６，６８８円） 
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・介護保険電算処理業務委託料              ２６，９６６，８３０円 

（うち今回介護報酬改定システム改修分 ２１，８６８，０００円を含む）  

   受託者：㈱日立システムズ関西支社 

 介護保険にかかる電算処理業務を委託 

・地域包括支援システム委託料               １，２５４，０００円 

   受託者：㈱内田洋行  

 地域支援事業にかかる電算処理業務を委託 

・通信運搬費（各種郵送料など）              ２，０９７，１２１円 

   ・窓口等アウトソーシング業務委託料           ３６，８１１，５００円 

      受託者：パーソルテンプスタッフ（株）西日本ＯＳ事業本部 

      窓口業務については、令和２年４月からアウトソーシングを開始した。 

 

 

２．介護福祉事業                             

社会福祉法人による利用者負担軽減助成事業 

低所得で生計が困難である者について、介護保険サービスの提供を行う社会福祉法人等が、その

社会的な役割に鑑み、利用者負担を軽減することにより、介護保険サービスの利用促進を図った。 

① 軽減の割合 

介護サービス利用料自己負担額、食費、居住費等の原則４分の１（老齢福祉年金受給者は２

分の１） 

② 対象事業 

介護福祉施設サービス、訪問介護、通所介護など 

 助成対象 

事業実施法人     ３法人（うち、助成対象１法人） 

助成金  ６９，０００円 

 

 

３．賦課徴収事業                               

（１）第１号被保険者の保険料の賦課・徴収  

介護保険事業に要する費用に充てるため、第１号被保険者（65 歳以上）に対し、介護保険料を

賦課し徴収した。 

 ＜所得段階別保険料額＞ 

所得
段階  

対象者 
基準額に
対する 
割合 

保険料年額 
（円） 

被保険者 
（人） 

第１ 
段階 

生活保護受給者 
市民税非課税世帯に属する老齢福祉年金受給者 基準額 

×0.300 
20,880 5,902 

世帯全員市民税非課税
で、課税年金収入額とそ
の他の合計所得金額の
合計額が 

80 万円以下の人 

第２ 
段階 

80 万円を超え 
120 万円以下の人 

基準額 
×0.450 

31,320 2,335 

第３ 
段階 

120万円を超える人 
基準額 
×0.700 

48,720 2,243 

第４ 
段階 

市民税課税世帯に属す
る本人市民税非課税で、 

80 万円以下の人 
基準額 
×0.85 

59,160 5,742 
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第５ 
段階 

課税年金収入額とその
他の合計所得金額の合
計額が 

80万円を超える人 基準額 69,600 4,135 

第６ 
段階 

本人が市民税課税で、 
合計所得金額が 

125 万円未満の人 
基準額 
×1.10 

76,560 4,824 

第７ 
段階 

125 万円以上 
200 万円未満の人 

基準額 
×1.25 

87,000 5,685 

第８ 
段階 

200 万円以上 
300 万円未満の人 

基準額 
×1.50 

104,400 2,720 

第９ 
段階 

300 万円以上 
400 万円未満の人 

基準額 
×1.60 

111,360 1,215 

第 10 
段階 

400 万円以上 
600 万円未満の人 

基準額 
×1.70 

118,320 744 

第 11 
段階 

600 万円以上 
800 万円未満の人 

基準額 
×1.80 

125,280 272 

第 12 
段階 

800 万円以上 
1,000 万円未満の人 

基準額 
×1.90 

132,240 120 

第 13 
段階 

1,000 万円以上の人 
基準額 
×2.00 

139,200 357 

 
被保険者数合計 

（令和 3年 3月 31日現在） 
36,294 

 

（２）保険料の収納対策  

保険料徴収は介護保険制度の根幹であることから、制度や保険料の意義についてお知らせすると

ともに、滞納者に対し、文書催告のほか、電話催告や戸別訪問を実施し、保険料の収納に努めた。 

 ＜収納状況＞  

区 分 調定額 収納額 収納率 

現 年 度 分 2,379,528,690 円 2,372,490,291 円 99.70％ 

 

特別徴収※ 2,196,737,837 円 2,196,737,837 円 100.00％ 

普通徴収※ 182,790,853 円 175,752,454 円 96.15％ 

滞納繰越分 19,366,418 円 6,624,310 円 34.21％ 

 

      ※ 特別徴収･･･年金保険者に保険料を徴収させ、市に納入させる方法。 

※ 普通徴収･･･納付義務者から直接徴収する方法。  

 

（３）保険料の還付・充当  

過年度分の過誤納金を対象者に還付もしくは未納金に充当した。 

１４８件  １，５００，６９８円 

 

（４）保険料の減免  

令和２年度においては、厚生労働省からの通知の基づき、第１号被保険者の属する世帯の主たる

生計維持者が新型コロナウイルス感染症の影響により収入減少が見込まれる等、一定の基準を満た

す場合に、第１号被保険者に対して保険料の減免を行った。 

 ＜減免状況＞  

 
令和２年度分 令和元年度分（遡及適用） 

対象者数 36 人 32 人 

金  額 1,950,264 円 313,458 円 
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４．介護認定審査会事業                             

介護認定審査会事業 

被保険者が、介護保険給付の対象となる要介護・要支援状態にあるかどうか、あるとすればどの

程度であるかといった判定を行うことが要介護認定であり、被保険者からの要介護・要支援認定申

請に基づく認定調査の一次判定結果及び特記事項、主治医意見書により、対象者が適切なサービス

受けられるよう要介護・要支援の審査及び判定を公平・公正に行った。 

① 介護認定審査会の設置 

介護保険事業の円滑な実施を図ることを目的として、審査・判定の実務を行う合議体を１０

合議体設置し、保健・医療・福祉の学識経験者計４０名を委員として任期を２年と定め任命し

ている。 

② 介護認定審査会の開催 

介護認定調査員が、訪問・面接して認定調査を行うとともに、主治医の意見を求め、要介護

状態区分等に関する審査・判定を実施した。 

ア．介護認定審査会開催数及び審査件数    １４０回  ３，９８５件 

イ．主な支出項目 

・介護認定審査会委員報酬          １２，２６７，０００円 

・介護認定審査会支援システム賃貸借      ２，５７４，０００円 

  

 

５．認定調査等事業                             

（１）認定調査事業 

要介護・要支援認定申請者に対し、日常生活動作や問題行動の状況などの認定に必要な調査を実

施し、要介護・要支援認定の公平性を確保した。また、認定調査の公平・公正の観点から、更新申

請などの従来の委託調査に加え、新規申請は市が調査を行った。 

①  認定調査件数 

・市認定調査員による調査          ２，４１９件  

・他市に依頼した調査               ３１件 

・委託先調査員による調査            ４４２件  

②  主な支出項目 

・主治医意見書作成料       １５，１６０，２００円 

・介護認定調査等業務委託料     １，９３５，０１０円 

受託者：市内 ２６事業所  市外 ２０事業所   計 ４６事業所 

 介護保険認定に必要な認定調査業務について一部を委託 

 

（２）要介護（要支援）認定者数 

 
要支援

１ 

要支援

２ 
計 

要介護

１ 

要介護

２ 

要介護

３ 

要介護

４ 

要介護

５ 
計 合計 

男 382 294 676 494 414 293 259 137 1,597 2,273 

女 849 738 1,587 950 711 656 579 414 3,310 4,897 

計 1,231 1,032 2,263 1,444 1,125 949 838 551 4,907 7,170 

※令和 3年 3月 31 日現在、第 2号被保険者含む 
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６．居宅介護サービス給付                             

（１）居宅介護サービス費の支給 

要介護被保険者の在宅での生活を支援するため、ケアプラン作成や訪問介護・通所介護などの在

宅サービス、住宅改修などの費用について保険給付を行った。 

①  居宅介護サービス受給者数                ※令和 3年 3月 31 日現在 

 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 計 

第１号被保険者 1,078 921 657 442 253 3,351 

第２号被保険者 29 19 15 9 14 86 

総     数 1,107 940 672 451 267 3,437 

② 給付費区分別支給件数及び給付額 

給付費区分 支給件数 給付額（円） 

居宅介護サービス給付費 ９１，５６２ ４，４９５，３４３，３８６ 

居宅介護サービス計画給付費 ３７，４２６ ５８１，３６０，４１０ 

居宅介護住宅改修費 ３２２ ２９，８０３，４７１ 

居宅介護福祉用具購入費 ３６３ １２，２７９，３７３ 

合  計 ― ５，１１８，７８６，６４０ 

 

（２）サービス種類別居宅介護サービス費 

要介護被保険者が受けた居宅介護サービスに要した費用について、審査を行ったうえで、居宅介

護サービス給付費を支給した。 

① 支給件数及び給付額 

サービス種別 支給件数 給付額（円） 

訪問介護 １７，２７９ １，２２３，１１０，９４３ 

訪問入浴介護 ５５２ ３４，５２１，９４２ 

訪問看護 ８，５８６ ３４０，２１９，２９２ 

訪問リハビリテーション ７８１ ２９，３５２，６５４ 

通所介護 １２，３８６ ７８８，３８６，２６６ 

通所リハビリテーション ５，１２５ ３８５，２６５，７８６ 

福祉用具貸与 ２３，３１７ ２９２，１２１，２８６ 

短期入所生活介護 ５，６７５ ８９７，４４４，５９８ 

短期入所療養介護 ４９６ ４３，４１２，３９３ 

居宅療養管理指導 １５，７４０ １１７，２０４，３５０ 

特定施設入居者生活介護 １，７９６ ３４４，３０３，８７６ 

合  計 ― ４，４９５，３４３，３８６ 

 

 

７．施設介護サービス給付                             

（１）施設介護サービス給付費の支給 

要介護被保険者のうち、在宅での生活が困難となり、介護保険施設に入所した者に対して、施設

介護サービス費を支給した。 
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① 施設介護サービス受給者数                ※令和 3年 3月 31 日現在 

 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 計 

介護老人福祉施設 １ ３ ９９ １５８ １２９ ３９０ 

介護老人保健施設 １５ ４９ ５６ ７３ ３０ ２２３ 

介護医療院 ０ １ ０ １ ２ ４ 

総     数 １６ ５３ １５５ ２３２ １６１ ６１７ 

② 給付費区分別支給件数及び給付額 

給付費区分 支給件数 給付額（円） 

施設介護サービス給付費 ７，５３３ ２，０８７，０２５，２５４ 

 

（２）サービス種類別施設介護サービス給付費 

要介護被保険者が受けた施設サービスに要した費用について、審査を行ったうえで、施設介護サ

ービス費を支給した。 

① 支給件数及び給付額 

サービス種別 支給件数 給付額（円） 

介護老人福祉施設 ４，８５６ １，２９４，０６５，２１３ 

介護老人保健施設 ２，６４７ ７８２，７４２，１５８ 

介護療養型医療施設 ３ ８１３，９２１ 

介護医療院 ２７ ９,４０３，９６２ 

合  計 － ２，０８７，０２５，２５４ 

 

 

８．高額介護サービス費給付                             

高額介護サービス費給付 

要介護被保険者が日常生活を営むことができるよう、必要な居宅サービス又は施設サービスに要

した介護保険サービス利用者負担額の合計額が、上限額を超えて高額になったときに費用負担の軽

減を行った。 

① 利用者負担上限額（月額） 

※ 同世帯の 65 歳以上の方の利用者負担割合が 1割の世帯は年間上限 446,400 円 

② 支給件数及び給付額 

サービス種別 支給件数 給付額（円） 

高額介護サービス費 １９，２０８ ２５３，５３８，８４５ 

 

区分 要件 上限額 

第１段階 
生活保護受給者 

15,000 円（個人） 
市町村民税非課税世帯に属する老齢福祉年金受給者 

第２段階 
市町村民税非課税世帯に属し、合計所得金額と課税年

金収入額の合計が 80万以下の者 

15,000 円（個人） 

24,600 円（世帯） 

第３段階 市町村民税非課税世帯に属し、第 2段階以外の者 24,600 円（世帯） 

第４段階 市町村民税課税世帯 44,400 円（世帯）※ 
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９．地域密着型介護サービス給付                             

（１）地域密着型介護サービス費の支給 

要介護被保険者が、その居住する地域において、自身の有する能力に応じ、自立した日常生活を

営むことができるよう地域密着型介護サービス費を支給した。 

①  地域密着型サービス受給者数              ※令和 3年 3月 31 日現在 

 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 計 

第１号被保険者 １５６ １５２ １４９ １２６ ６４ ６４７ 

第２号被保険者 ２ ４ １ ２ ３ １２ 

総     数 １５８ １５６ １５０ １２８ ６７ ６５９ 

② 給付費区分別支給件数及び給付額 

給付費区分 支給件数 給付額（円） 

地域密着型介護サービス給付費 ７，９３８ １，２３０，４７１，２７４ 

 

（２）サービス種類別地域密着型介護サービス費 

要介護被保険者が受けた地域密着型介護サービスに要した費用について、審査を行ったうえで、

地域密着型介護サービス費を支給した。 

① 支給件数及び給付額 

サービス種別 支給件数 給付額（円） 

認知症対応型共同生活介護※ １，５４０ ３９９，４５８，７５５ 

地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護  ９７７ ２９３，５１４，５０６ 

認知症対応型通所介護 １，３４６ １６０，７７６，００２ 

小規模多機能型居宅介護 ２８５ ６０，３８４，５５４ 

定期巡回・随時対応型訪問介護看護 ５３ ７，９６６，８７０ 

看護小規模多機能居宅介護※ ３９８ ９７，３９８，９０５ 

地域密着型通所介護 ３，３３９ ２１０，９７１，６８２ 

合  計 ― １，２３０，４７１，２７４ 

※短期利用を含む 

 

 

10．介護予防サービス給付                             

（１）介護予防サービス費の支給 

要支援被保険者の在宅での生活を支援するため、ケアプラン作成や訪問介護・通所介護などの在

宅サービス、住宅改修などの費用について保険給付を行った。 

① 介護予防サービス受給者数     ※令和 3年 3月 31 日現在 

 要支援１ 要支援２ 計 

第１号被保険者 ３６４ ４８２ ８４６ 

第２号被保険者 １ ５ ６ 

総     数 ３６５ ４８７ ８５２ 
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② 給付費区分別支給件数及び給付額 

給付費区分 支給件数 給付額（円） 

介護予防サービス給付費 １１，９７８ １９９，２１８，０３７ 

介護予防サービス計画給付費 ９，３１８ ４２，５１６，３７８ 

介護予防住宅改修費 ２４８ ２４，６８３，１４５ 

介護予防福祉用具購入費 １４６ ４，５３１，９５２ 

合  計 ― ２７０，９４９，５１２ 

 

（２）サービス種類別介護予防サービス費 

要支援被保険者が受けた介護予防サービスに要した費用について、審査を行ったうえで、介護予

防サービス給付費を支給した。 

① 支給件数及び給付額 

サービス種別 支給件数 給付額（円） 

介護予防訪問入浴介護 ０ ０ 

介護予防訪問看護 １,２５０ ３５，６０３，６５２ 

介護予防訪問リハビリテーション １４４ ５，０９６，９５８ 

介護予防通所リハビリテーション １,９８４ ６５，１３２，６８９ 

介護予防福祉用具貸与 ７,００７ ４９，４２１，８０９ 

介護予防短期入所生活介護 １０４ ４，０５４，０６７ 

介護予防短期入所療養介護 ４ ５６，８４１ 

介護予防居宅療養管理指導 １,０５２ ７，０３１，６６０ 

介護予防特定施設入居者生活介護 ４３９ ３２，８２０，３６１ 

合  計 ― １９９，２１８，０３７ 

 

 

11．地域密着型介護予防サービス給付                             

（１）地域密着型介護予防サービス費の支給 

要支援被保険者が、その居住する地域において、自身の有する能力に応じ、自立した日常生活を

営むことができるよう地域密着型介護予防サービス費を支給した。 

① 地域密着型介護予防サービス受給者数  ※令和 3年 3月 31 日現在 

 要支援１ 要支援２ 計 

第１号被保険者 ０ １ １ 

第２号被保険者 ０ ０ ０ 

総     数 ０ １ １ 

② 給付費区分別支給件数及び給付額 

給付費区分 支給件数 給付額（円） 

地域密着型介護予防サービス給付費 ２２ １，６４０，８７１ 

 

（２）サービス種類別地域密着型介護予防サービス費 

要支援被保険者が受けた地域密着型介護予防サービスに要した費用について、審査を行ったうえ

で、地域密着型介護予防サービス費を支給した。 
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 支給件数及び給付額 

サービス種別 支給件数 給付額（円） 

介護予防認知症対応型共同生活介護 ４ ９８８，６２７ 

介護予防認知症対応型通所介護 ９ ２３９，１８０ 

介護予防小規模多機能型居宅介護 ９ ４１３，０６４ 

合  計 ―    １，６４０，８７１ 

 

 

12．高額介護予防サービス費給付                             

高額介護予防サービス費給付 

要支援被保険者が日常生活を営むことができるよう、必要な介護予防サービスに要した介護保険

サービス利用者負担額の合計額が、上限額を超えて高額になったときに費用負担の軽減を行った。 

① 利用者負担上限額（月額）   

※高額介護サービス費給付参照 

② 支給件数及び給付額 

サービス種別 支給件数 給付額（円） 

高額介護予防サービス費 １９７ ３２８，７５７ 

 

 

13．特定入所者介護予防サービス費給付                             

特定入所者介護予防サービス費給付 

介護保険施設等で介護予防短期入所生活介護等を利用した場合、介護費用だけでなく、食費や光

熱水費などの滞在費がかかる。 

低所得者について、負担増により介護予防短期入所生活介護等のサービスが利用できなくなる  

ことを避けるため、世帯全員が市町村民税非課税等の要件を満たす場合、食費と滞在費の一部につ

いて、下表の区分に応じた「負担限度額」を段階ごとに設定し、この「負担限度額」と実際にかか

る食費（基準費用額）及び滞在費との差額を「特定入所者介護予防サービス費」として支給した。 

① 負担限度認定者数  

※特定入所者介護サービス費給付参照 

② 給付実績 

サービス種別 支給件数 給付額(円) 

特定入所者介護予防サービス費 ５３ ３３４，３６３ 

 

 

14．特定入所者介護サービス費給付                             

特定入所者介護サービス給付費 

介護保険施設（短期利用含む）に入所した場合は、介護費用だけでなく、食費や光熱水費などの

居住費がかかる。 

低所得者について、負担増により施設に入所できなくなることを避けるため、世帯全員が市町村

民税非課税であり、預貯金等が一定額以下である等の要件を満たす場合、食費と居住費の一部につ

いて、下表の区分に応じた「負担限度額」を段階ごとに設定し、この「負担限度額」と実際にかか
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る食費（基準費用額）及び居住費との差額を「特定入所者介護サービス費」として支給した。 

 ① 負担限度額認定者数  

※介護予防（要支援）含む  令和 3年 3月 31 日現在 

区分 
介護老人 

福祉施設 

介護老人 

保健施設 
介護医療院 

地域密着型介護 

老人福祉施設 

入居者生活介護 

その他 

(短期利用) 
計 

第１段階 ９ ４ ０ ０ ３９ ５２ 

第２段階 ３４ １１ ０ ２ １６９ ２１６ 

第３段階 ９２ ４６ ０ １３ ５４１ ６９２ 

計 １３５ ６１ ０ １５ ７４９ ９６０ 

② 給付実績 

サービス種別 支給件数 給付額(円) 

特定入所者介護サービス費  ８，２１６ ２７２，１８２，４７４ 

 

 

15．高額医療介護合算給付                             

高額医療合算介護（予防）サービス費給付 

要介護（支援）被保険者が受けた介護保険サービス及び医療に要した費用の合計額が著しく高額

であるときは、請求により審査を行ったうえで、高額医療合算介護（予防）サービス費を支給した。 

 支給件数及び給付額 

サービス種別 支給件数 給付額（円） 

高額医療合算介護サービス費 １，３２７ ４４，１１４，０３２ 

高額医療合算介護予防サービス費 ２２ １８６，５６３ 

 

 

16．審査支払手数料                             

（１）審査支払手数料 

介護保険給付において、保険者事務を軽減し介護保険事業を円滑かつ効率的に行うため、介護保

険サービスにかかる費用の請求に対する審査・支払いについては、法令に基づき国民健康保険団体

連合会へ委託している。 

 

（２）審査支払手数料の支払い 

令和２年度においては、下記のとおり介護保険サービスにかかる費用の請求に対する審査・支払

いを国民健康保険団体連合会へ委託し、審査・支払いに要する手数料を支払った。 

件数及び金額 

   審査支払件数       １６５，３８０件 

   審査支払手数料    ７，７４９，６９４円 
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17．介護予防・生活支援サービス事業                        

（１）介護予防相当サービス事業費・基準緩和型サービス事業（サービスＡ事業）費の支給 

 事業対象者※及び要支援被保険者の、在宅での生活を支援するため、従来の介護予防給付サービ

スとして行われてきた訪問介護・通所介護サービスとともに、従事者等の資格基準を緩和したサー

ビスの実施にかかる費用を支給した。 

① サービス受給者数   ※令和 3年 3月 31 日現在 

 ・事業対象者  １７９人 

 ・要支援１    ４０８人 

 ・要支援２   ５２５人 

② サービス種類別支給件数及び給付額 ※令和 3年 3月 31 日現在 

サービス種別 支給件数 給付額（円） 

介護予防訪問介護相当サービス事業 6,612 101,898,238 

訪 問 型 サ ー ビ ス Ａ 事 業 19 139,658 

介護予防通所介護相当サービス事業 7,189 153,083,668 

通 所 型 サ ー ビ ス Ａ 事 業 441 4,557,599 

合  計 － 259,679,163 

 

  ※ 事業対象者 

   ･･･要介護・要支援認定を受けていない高齢者に、生活機能を評価する「基本チェックリスト」

を実施し、地域包括支援センター職員の面談によって、介護予防・生活支援サービス事業の

利用が必要と判定された対象者 

  

（２）高額総合事業サービス費給付等 

総合事業サービスに要した利用者負担額の合計額が、上限額を超えて高額になった対象者に費用

負担の軽減を行った。（利用者負担上限額（月額）については、高額介護サービス費給付参照） 

 ＜支給件数及び給付額＞ 

サービス種別 支給件数 給付額（円） 

高 額 総 合 事 業 サ ー ビ ス 費 235 465,346 

 また、総合事業サービス、介護保険サービス及び医療に要した費用の合計額が、上限額を超えて

高額になった対象者に費用負担の軽減を行った。 

 ＜支給件数及び給付額＞ 

サービス種別 支給件数 給付額（円） 

高額医療合算総合事業サービス費 67 994,078 

 

（３）訪問型サービスＢ事業 

 住民主体の担い手による家事援助サービスを行う団体に対して、運営経費の一部として補助金を

交付した。 

  負担金、補助及び交付金 36,000 円 

  【補助対象団体】  公益社団法人 河内長野市シルバー人材センター 

  【補助金額】    サービス１回あたり 500 円  

  【利用人数】６人  【延利用回数】７２回 
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（４）訪問型サービスＣ事業 

 要支援１・２、事業対象者を対象に、保健師やリハビリ等の専門職が自宅を訪問し、生活機能改

善に向けた指導・助言などの支援を行った。 

  報償費 3,222,000 円 

   【訪問対象者数】 ４２人  

   【訪問延回数】 理学療法士訪問延回数：７３回 作業療法士訪問延回数：３８回 

           保健師・看護師訪問延回数：３９５回 歯科衛生士訪問延回数（単発の訪 

問指導含む）：３２回 管理栄養士訪問延回数（単発の訪問指導含む）： 

１１２回 

 

（５）通所型サービスＣ事業 

 要支援１・２、事業対象者を対象に、通所介護施設等においてトレーニング機器を使った短期集

中型（３ヶ月間）の介護予防事業を実施した。 

  委託料 6,021,713 円 

  受託者 （医）ラポール会青山第二病院、株式会社せいき 

（医）生登会かわちながの介護老人保健施設てらもと総合福祉センター 

   【利用人数】５４人 【利用延人数】６６８人（事前・事後訪問含む） 

 

 

18．介護予防ケアマネジメント事業                  

介護予防ケアマネジメント事業費の支給 

 事業対象者及び要支援認定者が受けた介護予防ケアマネジメント（ケアプラン作成）に要した費

用について、審査を行った上で、介護予防ケアマネジメント費を支給した。 

 ＜支給件数及び給付額＞ 

 サービス種別 支給件数 給付額（円） 

介護予防ケアマネジメント事業 9,275 42,522,330 

 

 

19．一般介護予防事業                        

（１）地域リハビリテーション活動支援事業 

 介護予防の取り組みの機能強化を図るために、通所・訪問・自立支援会議・住民主体の通い

の場等にリハビリテーション専門職（理学療法士・作業療法士・歯科衛生士・管理栄養士）を

派遣し、自立支援のための助言等を実施した。 

  報償費 1,806,000 円 

【自立支援会議】 年間１８回実施 検討ケース数５１件 

【訪問指導】（理学療法士・作業療法士） 年間５６回実施 訪問件数７４件 

【地域のつどいの場活動支援】 １地区 ２回 

【研修等】 １２回 

 

（２）地域介護予防活動支援事業 

① 地域介護予防教室開催事業 

介護予防活動を普及啓発するため、地域の集いの場に健康運動指導士・保健師等の専門員を

派遣し、介護予防教室「元気アップ教室」を実施した。また、地域団体の自主的な体操の集い
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を普及・活性化するために、ＤＶＤを使った体操指導「元気アッププラス教室」を地域で実施

した。また、活動の継続を支援するためのフォロー教室「元気アッププラスフォロー教室」を

実施した。 

委託料 8,738,400 円 

受託者（株)ＯＳＵヘルスサポートアカデミー 

 種 類 回 数 参加実人数 参加延人数 

元 気 ア ッ プ 教 室 ２７か所４５回 ３５０ ５１４ 

屋 外 型 元 気 ア ッ プ 教 室 ８か所１８回 ２５３ ２５３ 

元 気 ア ッ プ プ ラ ス 教 室 ４回コースを２教室 ２８ ８３ 

元 気 ア ッ プ プ ラ ス フ ォ ロ ー 教 室 ２３か所６５回 ２８２ ７０５ 

 

② 地域リーダー養成事業 

地域での自主的な介護予防体操の集いを支援するボランティアを養成する講座や連絡会兼

ステップアップ講座を開催した。 

委託料 368,500 円 

受託者 （株)ＯＳＵヘルスサポートアカデミー 

種 類 回 数 参加実人数 参加延人数 

介 護 予 防 ボ ラ ン テ ィ ア 養 成 講 座 

（ 元 気 ア ッ プ フ レ ン ズ 養 成 講 座 ） 
５回コースを１教室 １１ ５０ 

元 気 ア ッ プ フ レ ン ズ 連 絡 会 

（ 兼 ス テ ッ プ ア ッ プ 講 座 ） 
１回 １９ １９ 

 

（３）介護予防普及啓発事業 

① 介護予防教室 

６５歳以上のすべての市民を対象に介護予防教室を市立市民交流センター・三日市市民ホー

ル・ウェルネスフォレスト三日市で開催した。 

委託料 1,478,400 円 

受託者 (株)ＯＳＵヘルスサポートアカデミー 

種 類 回 数 参加実人数 参加延人数 

コ グ ニ で 脳 力 ア ッ プ 教 室 １２回コースを２教室 ３４ ３１３ 

委託料 704,000 円 

受託者 （株）東大阪スタジアム 

種 類 回 数 参加実人数 参加延人数 

は じ め て ジ ム 体 験 教 室 ３回コースを４教室 ３６ ８７ 

 

（４）地域介護予防活動支援事業補助金 

①通いの場活動 

週１回以上、介護予防体操や創作的活動、レクリエーション等を行う地域の通いの場の活動

を支援するために、主催団体に対し運営費の補助を行った。 

負担金、補助及び交付金 466,799 円 

【開催箇所数】５か所  【年間延利用人数】１，６３１人 
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 ②街かどデイハウス支援事業 

   家庭に閉じこもりがちな高齢者に対し、民家等の施設で、住民参加による柔軟できめ細やか 

  な日帰りデイサービスを提供する民間非営利団体に対し、補助金を交付した。 

   補助金額  5,267,338 円 

 ＜利用者数及び補助金額＞  

名  称 所 在 地 年間延利用者数 補 助 金 額 

ス タ ジ オ 休 加 賀 田 1,266 人 2,717,380 円 

ア ー ト グ ル メ 錦 生 会 錦 町 519 人 1,113,997 円 

ふ ぁ ん ふ ぁ ー れ 千 代 田 市 町 669 人 1,435,961 円 

 

 

20．在宅医療・介護連携推進事業                             

在宅医療・介護連携推進事業 

地域包括ケアシステム構築に向けて、医療と介護・福祉の支援関係機関等の連携体制の強化を図

るため、次の事業を実施した。 

① 在宅医療・介護連携支援センター事業    

   受託者 一般社団法人 河内長野市医師会  委託料 12,521,000 円 

河内長野市医師会に委託し、在宅医療・介護連携に関する相談支援、多職種連携推進ツール

の作成や多職種専門職への情報提供等を実施した。 

【ブルーカードシステム（病状急変時対応システム）】 

・連携病院  ６病院 

・協力病院  １１病院 

・登録医数  ４４人 

・ブルーカード発行件数（新規） ３４件 

② 地域ケア推進事業    

 医療・介護・福祉関係機関が連携して開催するイベント「いきいきフェスタ」は、新型コロ

ナウイルス感染拡大防止のため中止したが、次年度開催に向けて検討を進めた。 

 

 

21．生活支援体制整備事業                             

（１）高齢者生活支援体制整備事業 

誰もが住み慣れた地域で自分らしい暮らしを続けることができるよう、地域包括ケアシステム構

築に向けた高齢者の生活支援体制の整備を進めるため、生活支援コーディネーターの配置や協議体

の開催・運営を実施した。 

委託料 10,835,000 円  受託者 社会福祉法人 河内長野市社会福祉協議会 

【生活支援コーディネーターの配置】 

第１層（全市域）に１人、第２層（概ね中学校区）に６人の生活支援コーディネーターを配置

し、地域資源の情報収集やマッチング、支え合い活動の支援などを行った。また、地域包括支

援センターなど関係機関との連携強化を図った。 

【協議体活動】 

「生活支援の仕組みづくり」「移動支援の仕組みづくり」などのテーマごとに協議体活動を展開

した。 
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① 生活支援の仕組みづくり  

モデル事業の活動報告、課題検討、情報共有などを行った。 

ささえあいの集い ３回開催 

② 移動支援の仕組みづくり 

  地域移動支援を考える会議 ３回開催 

③ 居場所づくり 

  食を通じた居場所づくり支援者交流会 １回開催 

④ その他活動 

 第２層生活支援コーディネーターを中心に、地域の話し合いの場を開催し、各地域の課題の

抽出や解決策の検討などを行った。 

 

（２）訪問型サービスＡ事業従事者研修事業 

 事業対象者や要支援認定者の自宅を訪問して家事援助を行うサービス（訪問型サービスＡ事業）

に従事する者の養成研修は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止としたが、次年度開催に

向けて研修内容等の検討を行った。 

    

  

22．認知症施策推進事業                             

（１）認知症初期集中支援事業 

適切な医療や介護の支援を受けていない認知症の人、またはその疑いのある人やその家族を対象

に、複数の専門職により構成した「認知症初期集中支援チーム（おれんじチーム）」が支援方法を

検討し、自立生活に向けて短期集中的にサポートする事業を実施した。 

  報償費 455,000 円 

・チーム数 ３チーム（各地域包括支援センターに設置） 

・支援件数 １４件  

・チーム員会議  開催回数 ７回   

 

（２）認知症施策推進事業 

認知症になってもいつまでも住み慣れたまちで安心して暮らせるよう、各地域包括支援センター

に認知症地域支援推進員を配置し、認知症高齢者やその家族の総合的・継続的支援体制の構築を推

進した。 

推進員配置数 ３人 

委託料 18,150,000 円 受託者 (福)博光福祉会、(福)長野社会福祉事業財団、(医)生登会 

 

（３）認知症ケア向上研修 

 介護保険施設等の職員の認知症への理解を深め、対応力を高めるために、研修会を開催した。 

   認知症専門職研修  １回 参加人数 ２１人 報償費 12,000 円 

 

 

23．地域包括支援センター運営事業                             

（１）地域包括支援センター運営事業    

市内３か所に地域包括支援センターを設置し、介護予防ケアマネジメントや、高齢者や家族に対

する総合的な相談・支援、高齢者虐待の防止や早期発見、成年後見制度の利用支援等の権利擁護事
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業の推進など、地域の高齢者を対象とした包括的支援事業を実施した。 

委託料 117,900,000 円 

受託者 (福)博光福祉会、(福)長野社会福祉事業財団、(医)生登会 

地域包括支援センター名 担当小学校区 

河内長野市東部地域包括支援センター 千代田、長野、川上 

河内長野市中部地域包括支援センター 三日市、南花台、加賀田、石仏、天見、美加の台 

河内長野市西部地域包括支援センター 楠、小山田、天野、高向 

① 総合相談支援事業 

地域包括支援センターにおいて、高齢者が住み慣れた地域で安心して生活ができるよう、総

合的な相談に応じ、適切な保健・医療・福祉サービスの利用へ繋げるよう支援を行った。 

 ＜相談者内訳＞                              （単位:人） 

本人 家族  

親族 

知人 

近隣

者 

介護

ｻｰﾋﾞ

ｽ事

業所 

ｹｱﾏ

ﾈ 

ｃｓ

ｗ 

医療

機関 

他包

括 

行政

機関 

民生委

員地区

福祉委

員 

継続

（見

守りｹ

ｰｽ） 

そ

の

他 

合計 

1,777 1,871 100 168 629 97 350 24 245 54 1,211 124 6,650 

 ＜相談内容内訳＞                             （単位:件） 

介護

保険

制度 

介護

保険

以外 

住宅

改修 

認知

症介

護 

ケア

プラ

ン 

疾病 

医療 

施設

入所

等 

日常生

活上の

心配事 

成年後

見制度

等 

困難

事例 

そ

の

他 

合計 

3,032 545 341 694 17 286 217 394 213 353 558 6,650 

② 権利擁護事業  

虐待相談件数 64 

成年後見制度等利用相談件数 149 

③ 包括的・継続的ケアマネジメント事業        

地域の様々な機関や専門家との連携・協力できる体制づくり、ケアマネジャーの指導・支援

などを行った。                              (単位：回) 

 関係機関と

の連携 

医療機関との連携回数（院内カンファレンス等への参加を含む） 342 

その他の関係機関との連携回数（事例検討や情報共有を行なう会等） 778 

介護支援専門

員に対する 

個別支援 

個別事例に対するサービス担当者会議の開催支援  24 

個別事例に対する地域ケア会議の開催 13 

質の向上のための研修の回数  4 

ケアマネジメントの指導の回数（ケアプラン作成指導等）  44 

 

（２）地域包括支援センター法律支援事業 

高齢者の総合相談事業や権利擁護事業の実施にあたって、法律的知識を要する事案に適切かつ迅

速な対応が行えるよう、地域包括支援センター職員を対象に、弁護士による適切な助言・指導を行

う定例相談会（年６回）の開催や電話相談体制の整備を行った。 

委託料 418,000 円    受託者 大阪弁護士会 
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24．家族介護支援事業                             

（１）家族介護支援事業 

家族介護者の精神的負担を軽減し、心身の健康を保持することで虐待等を未然に防ぐとともに、

良好な介護環境を保ち在宅介護が維持できるよう、介護技術の習得や介護者の健康づくり及び交流

会等を行う「介護の知恵袋」を実施した。また、各地域にて家族介護者の交流会を目的とした「介

護の知恵袋ミニ」を開催した。 

委託料 40,000 円 

受託者 (福)博光福祉会、(福)長野社会福祉事業財団、(医)生登会 

【介護の知恵袋】 

・開催回数  １回   参加者延べ人数 ８人 

【介護の知恵袋ミニ】 

・開催回数  ２回   参加者延べ人数 １０人 

 

（２）認知症高齢者家族支援事業 

①認知症高齢者ＳＯＳネットワーク事業 

認知症高齢者が外出し、行方不明となった場合に、介護保険事業所や医療機関、公共交通機関 

や商店等の協力機関及び協力員、近隣市町村等で構成する「認知症高齢者ＳＯＳネットワーク」

を活用し、高齢者の早期発見と安全確保に取り組んだ。 

また、ＳＯＳネットワーク利用登録者には保護された際に速やかに身元確認ができるよう、靴

など履物に貼付する「早期発見ステッカー」を作成し配布した。 

・発信要請 １２件（近隣市町村民を含む） 事前登録者数 １２４人   

協力機関 ２２４ヵ所 

   通信運搬費 61,922 円   消耗品費 165,550 円 

 

25．地域高齢者支援事業                             

（１）配食サービス事業 

「食」に関して支援が必要になったひとり暮らし高齢者（昼間独居の高齢者も含む）や、高齢者

のみの世帯の人に対し、地域担当のデイサービスセンター職員等が自宅を訪問し、心身の状況、生

活環境等を把握しながら食関連サービスの利用調整を定期的に行い、配食サービスを訪問実施する

ことにより、食生活の安定と改善を通して健康の維持向上及び高齢者の安否確認を行った。 

委託料 6,998,520 円   配食用食器購入 75,680 円   

＜配食サービス事業実績一覧＞ 

受 託 者   登録者数（人） 配食数（食） 委託料（円） 

（福）博光福祉会 
寿里苑ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ 

80 5,552 1,761,120 

（福）長野社会福祉事業財団 
ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰふれあいの丘 

115 4,849 1,541,190 

（福）天聖会 
老人ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ翠浩苑 

95 4,336 1,418,160 

（福）楠黄福祉会 
ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ泰昌園 

90 2,228 716,680 

（福）博光福祉会 
寿里苑加賀田ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ 

71 4,495 1,427,450 

 まごころ弁当河内長野店 16 432 133,920 

計 467 21,892 6,998,520 
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（２）認知症サポーター等養成事業 

① 認知症サポーター養成講座 

認知症を正しく理解し支援の担い手となる人を増やし、認知症になっても安心して暮らし続

けられるまちづくりを実現するため、認知症サポーター※養成講座を開催した。 

講座名 回数 受講者数 

認 知 症 サ ポ ー タ ー 養 成 講 座 １１ ２１２ 

 

 ※ 認知症サポーター 

   ･･･国の認知症キャンペーンの一環で養成しており、認知症のことを正しく理解し、偏見をもたず、

認知症の人や家族を温かく見守り支援する人。 

 

② 認知症パートナーフォローアップ研修 

認知症の人や家族を支援するボランティアである認知症パートナーが認知症カフェや介護

保険施設等での傾聴や、散歩等の個別支援を行うための活動支援を行った。 

認知症パートナーフォローアップ研修 ４回 参加人数 ９３人 報償費 48,000 円 

 

（３）住宅改修指導事業 

   高齢者が住宅の改修を行う際、安全に生活できるよう、作業療法士による住宅改修に関す

る助言、指導、相談を行った。  

   相談実施件数 ４ 件    報償費 140,000 円 

 

26．介護保険任意事業                             

（１）介護給付等適正化事業 

利用者に対する適切な介護サービスを確保するとともに、不適切な給付を削減することを通じ、

介護保険制度の信頼感を高め、介護給付費の増大を抑制して持続可能な介護保険制度の構築に資す

ることを目的として、事業ごとに点検・調査等を行った。 

① 適正化事業及び実施内容 

適正化事業 実施内容 

要介護認定の適正化 全件点検実施 2,892 件 

ケアプラン点検 点検件数 162 件  

住宅改修の適正化 申請件数 570 件、工事完了後調査 25件 

福祉用具購入・貸与調査 購入件数 509 件、貸与内容確認件数 294 件 

医療情報の突合 毎月点検、過誤申立て件数 9件、過誤金額 423,957 円 

縦覧点検 毎月点検、過誤申立て件数 41件、過誤金額 370,156 円 

介護給付費通知 通知件数 年 3回、通知人数 14,704 名 

給付実績の活用 事業所への照会件数 39件 

 

（２）介護相談員派遣事業 

介護保険サービスの質的な向上を目的として、介護相談員が定期的（各施設などに月に 2回程度）

に介護サービス提供の場を訪れ、利用者と事業者との橋渡し役となって、利用者の疑問や不安・不

満に対応し、サービスの改善を図る。 

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、令和２年度については派遣を行わなかった。 

介護相談員登録者数 ２９人         派遣先事業所  特別養護老人ホーム等 ４１箇所 
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（３）住宅改修支援事業 

居宅介護支援の提供を受けていない要介護者等に対して、介護支援専門員等介護保険の住宅改修

について専門性があると認められる者が、居宅介護住宅改修費又は介護予防住宅改修費の支給の申

請に係る理由書を作成した場合について、１件につき２千円の補助を行った。 

① 支給件数及び補助金額 

作成者 支給件数 補助金額（円） 

介護支援専門員 ２５ ５０，０００ 

 

 

27．総合事業審査支払手数料                         

総合事業審査支払手数料 

介護予防・生活支援サービス事業において、保険者事務を軽減し介護保険事業を円滑かつ効率的

に行うため、介護予防相当サービス事業等にかかる費用の請求に対する審査・支払いについては、

法令に基づき大阪府国民健康保険団体連合会へ委託している。 

令和２年度においては、下記のとおり介護予防相当サービス事業等にかかる費用の請求に対する

審査・支払いを大阪府国民健康保険団体連合会へ委託し、審査・支払いに要する手数料を支払った。 

 審査支払件数  23,525 件  審査支払手数料 1,102,370 円 

 

 

28．介護給付費準備基金積立金                         

（１）介護給付費準備基金 

介護給付費準備基金は、介護保険事業における保険給付の増加などによる財政需要に対応し、介

護保険財政の年度間の均衡を保つことを目的として設置している。 

介護保険の給付に要する費用に不足が生じた場合は、これを財源として取り崩して介護保険特別

会計歳入に繰り入れ、剰余金が生じた場合は、同基金への積み立てを行い、計画期間中の財政運営

を確保する他、次期計画期間における保険料の軽減化に充てる。 

 

（２）介護給付費準備基金への積み立て 

第７期介護保険事業計画期間（平成 30～令和 2 年度）においては、介護保険料の上昇を抑える

ため、第６期介護保険事業計画期間（平成 27～29 年度）に生じた剰余金を充当することとしてい

たが、市民の健康意識の高まりなどから認定者数が想定よりも少なかったことなどから、令和２年

度においては剰余金が生じ、介護給付費準備基金への積み立てを行った。 

① 介護給付費準備基金の状況 

区  分 金額（円） 内  訳 

令和元年度末基金現在高① 885,375,132   

令和２年度基金積立金② 142,659,580 

令和元年度決算剰余金    170,388,860 円 

介護給付費準備基金利子      94,672 円  

国・府・支払基金精算金    △27,823,952 円 

令和２年度末基金現在高 

（① ＋②） 
1,028,034,712 
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29．償還金                               

（１）償還金の内容 

国や大阪府、社会保険診療報酬支払基金から受ける介護給付費負担金、介護給付費交付金、地域

支援事業交付金、低所得者保険料軽減負担金については、決算見込額に基づき当該年度に交付され、

決算額確定後の翌年度において、精算を行う仕組みとなっている。 

 

（２）介護給付費負担金等の精算 

令和元年度で交付を受けた介護給付費負担金および介護給付費交付金について精算を行った。 

                                 （単位 円） 

 所要額 受入済額 精算額 備考 

国庫負担金 1,704,880,409 1,717,115,339 △12,234,930 返還 

府費負担金 1,280,021,649 1,287,768,046 △7,746,397 返還 

支払基金交付金 2,479,764,788 2,479,707,000 57,788 追加交付 

 

（３）地域支援事業費交付金の精算 

令和元年度で交付を受けた地域支援事業費交付金について精算を行った。 

                                 （単位 円） 

 所要額 受入済額 精算額 備考 

国交付金 142,251,299 145,188,947 △2,937,648 返還 

府交付金 80,347,148 82,111,405 △1,764,257 返還 

支払基金交付金 99,592,192 102,782,000 △3,189,808 返還 
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決算書掲載頁411 

後期高齢者医療特別会計 
 

後期高齢者医療制度は、高齢者が将来にわたり安心して医療を受けられるようにするため、国民

皆保険を堅持しつつ、増大する医療費を安定的に賄う持続可能な制度を構築することを目的とし、

その上で現役世代と高齢者世代の負担を明確にし、公平でわかりやすい制度となるよう、平成 20

年 4 月から老人保健制度に代わる独立した医療制度として創設された。 

この制度は財政基盤の安定化を図るため、都道府県単位で全ての市町村が加入して設置する後期

高齢者医療広域連合が運営主体となって行うこととされ、大阪府では「大阪府後期高齢者医療広域

連合（平成 19年 1月 17 日設置）」が運営している。 

本市では高齢化が進み、特に人口に占める後期高齢者の構成比が上昇し続けており、令和元年度

末には前期高齢者の構成比を上回っている。令和 7 年（2025 年）にはいわゆる「団塊の世代」が

75 歳以上を迎えることで、さらなる高齢化が予想される。 

 

１．後期高齢者医療窓口事業                       

広域連合では後期高齢者医療事務（被保険者の資格認定・管理、被保険者証の交付、保険料の賦

課、医療給付等）を行い、本市では保険料の徴収、各種申請や届出の受付などの窓口業務を行った。 

後期高齢者医療特別会計は高齢者の医療の確保に関する法律の規定に基づき設置し、主に保険料

の収支（徴収及び広域連合への納付）及び管理的経費を計上している。 

 

令和 3年 3月末 被保険者数 18,388 人 （前年度末比 ＋207 人 ＋1.1％） 

 

（１）後期高齢者医療窓口事業 

後期高齢者医療制度の運営全般は大阪府内の全ての市町村が加入する「大阪府後期高齢者医療広

域連合」が行い、各種申請や届出の受付などの窓口業務を市において次のとおり行った。 

 ○被保険者の資格管理に関する申請及び届出の受付 

 ○被保険者証及び被保険者資格証明書の引渡し 

 ○被保険者証及び被保険者資格証明書の返還の受付 

 ○後期高齢者医療給付に関する申請及び届出の受付並びに証明書の引渡し及び返還の受付 

 ○保険料に関する申請の受付 

 

（２）制度のしくみ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

被保険者 医療機関等 

被保険者証の提示 
一部負担金の支払 

診療 

市町村 
広域連合 

（全市町村が加入） 

情報提供 
徴収保険料の納付 

被保険者証の交付 
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なお、窓口業務については、保険料徴収事業の窓口業務と共に令和２年６月よりマニュアル作成

などの準備を開始し、翌年３月よりアウトソーシングを開始した。  

委託先：パーソルテンプスタッフ（株）西日本ＯＳ事業本部 委託料 1,650,000 円 

 

２．後期高齢者医療保険料徴収事業                    

（１）後期高齢者医療保険料徴収事業 

後期高齢者医療制度は 75 歳以上の方々の医療を国民皆で支えるしくみであり、医療にかかる費

用のうち窓口負担を除く部分について、公費（約 5割）、現役世代（75 歳未満の方）からの支援金

（約 4割）、被保険者からの保険料（約 1割）によって負担した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

後期高齢者医療制度の財源のうち、約 1割は被保険者から徴収される保険料で賄われる。保険料

は広域連合が被保険者個人単位で賦課し、市が徴収した。保険料は所得に応じて賦課される「所得

割」と受益に応じて等しく賦課される「被保険者均等割」により構成されており、さらに低所得者

等への軽減措置が設けられている。    

保険料の徴収は、主に年金からの特別徴収により次のとおり行った。 

① 現年度分 

区   分 調定額 収納額（還付未済額除く） 収納率 

特別徴収分 1,161,720,184 円 1,161,720,184 円  100.00％ 

普通徴収分 683,147,472 円 680,476,670 円 99.61％ 

計 1,844,867,656 円  1,842,196,854 円 99.86％ 

② 過年度分 

区   分 調定額 収納額（還付未済額除く） 収納率 

普通徴収分  6,365,536 円  2,883,911 円 45.31％ 

 

（２）保険料の減免 

収入が減少した世帯等に対して減免を行った。また、令和２年度においては、従来からある減免

制度に加え、厚生労働省からの通知に基づき、新型コロナウイルス感染症の影響により収入が減少

した被保険者等に対して減免を行った。 

 

 

 

【 後期高齢者にかかる医療費負担のしくみ 】 

被保険者の保険料 約 1割 

後期高齢者支援金 
【現役世代（75歳未満の方）の 
保険料】  約 4 割 

 

公費 約 5割 
 

＜負担比率＞ 

国：都道府県：市町村 

＝4：1：1 

窓口負担 
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 その他の減免 
新型コロナ影響分 

令和２年度分 

新型コロナ影響分 

令和元年度分（遡及適用） 

件 数 9 件  13 件  13 件  

金 額 556,767 円  1,039,365 円  156,654 円  

  

 

３．後期高齢者医療広域連合納付金                    

大阪府後期高齢者医療広域連合規約第 17 条に基づき、大阪府後期高齢者医療広域連合が行う後

期高齢者医療に要する費用に充てるため、高齢者の医療の確保に関する法律第 105 条に定める市が

納付すべき額（市が徴収した保険料等の実額及び低所得者等の保険料軽減額相当額）を納付した。 

①  保険料市町村負担金         1,840,748,027 円 

②  後期高齢者医療保険基盤安定負担金    314,746,963 円 

低所得者や被用者保険の被扶養者の保険料軽減部分に係る財源を大阪府と市が 3：1の割合で

負担し、一般会計から後期高齢者医療特別会計に繰り入れた後、広域連合に納付した。 
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